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大井川土地改良区
理事長　八木健次

関東農政局
大井川用水農業水利事業所
所　長　三木秀一

　稲の背丈も高く逞しくなり、中干しの水管理にお忙しい時期をお過ごしのことと思います。
　土地改良区では、暖冬による積雪量の少なさから４月には田植え時の水不足を心配した
のですが、４月中旬の降雨で井川、畑薙のダムも平年並みに回復し、ほっとしたところです。
組合員の皆様方には常日頃より大井川土地改良区の運営にご協力いただき紙面をお借りし
て感謝申し上げます。
　今年１月には各市町において総代の皆様の改選が行われました。総代９５名のうち約半
数の方が新しく総代になられ、平成３２年１月までの間の４年間、組合員の皆様の代表とし
て意見を土地改良区へ届けていただくこととなります。
　平成２８年度は、実施中の国営事業も残すところ後２年となり、新たに仲間に加わった島
田市相賀、大津地区及び牧之原市坂部地区の３地区も平成２９年度の本格通水に向け最
終段階を迎えております。また県による青木頭首工改修工事も関係者の同意の協力をいた

だきまして、実施設計を行うこととしています。既に水路は国営事業で整備し、頭首工が完成しますと、瀬戸川左岸地
区や右岸の一部地域の通水の状況が大いに改善されるものと期待しています。
　また伊太発電所に加えて、規模は1/10と小さいのですが、志太幹線の水を利用した細島発電所もこの４月より稼働し
ております。電気代やゴミ処理費など維持管理費の軽減や、ゴミ投棄の軽減を目指して引き続き小水力発電に取り組ん
で参ります。
　水は地域にとって大事な資源です。上流から下流まで全域に用水が円滑に流れて初めて、地域全体で水の恵みを
受けることになります。幹線を管理する土地改良区、支線を管理する市町、地域が一体となって守っていくことが大切
と考えており、土地改良区職員一同円滑な配水を心がけてまいります。ぜひ組合員の皆様にも引き続きお力を貸してい
ただきたいと思います。今年一年が天候に恵まれ豊穣の秋を迎えられるよう、また組合員の皆様の御健勝、御活躍を
御祈念申し上げ挨拶といたします。	

　平成28年４月１日付けで関東農政局大井川用水農業水利事業所長に就任しました。
　どうぞ、よろしくお願い申し上げます。平素より、八木健次理事長を始め大井川
土地改良区の組合員の皆様方には、国営大井川用水土地改良事業の推進にご理解と
ご協力を賜っておりますことに厚くお礼を申し上げます。平成11年度に着手しまし
た本事業も、今年度で18年目を迎え、いよいよ終盤戦となります。ここまで来るこ
とができましたのも、先人のたゆまない努力と多くの労苦により実現した国営大井
川土地改良事業（昭和22 ～ 43年度）による水利施設を改修し用水を孫子につなげ
たいという、ひとえに組合員の皆様方の熱い思いや願いがあったればこそです。重
ねまして感謝申し上げる次第です。
　農林水産省では、現在、農林水産業の成長産業化を促進するための産業政策と、
農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を促進するための地域政策を車の両輪
として進め、強い農業と美しく活力のある農村の実現に向けて各般の施策に取り組

んでおります。また、ＴＰＰ協定への対応についても、意欲ある農業者が安心して経営に取り組めるように、「総
合的なＴＰＰ関連政策大綱」に掲げられた施策を具体化するため、平成27年度補正予算に盛り込んだところ
です。こうした施策を農業農村整備で見ますと、農産物の生産コスト削減や高付加価値化に資する農地の大区
画化・汎用化、国土強靭化の観点にたった農業水利施設の整備、更には田んぼ周りの水路の草刈りや泥上げと
いった、多面的機能の発揮のみならず、担い手のこれら作業に掛かる負担を軽減し経営規模の拡大の後押しに
もつながる、多面的機能支払による共同活動への支援などが上げられます。
　国営大井川用水土地改良事業は、こうした施策の前提を確保するための基礎的な条件整備となります。組合
員の皆様方には、この“用水”を有効に活用していただき、水稲の低コスト化や、水田裏作での園芸や畑地か
んがいによる野菜等の導入といった高付加価値化を図っていただきたいと存じます。
　このため、当事業所としましては、静岡県、関係９市町、大井川土地改良区等の関係機関と緊密な連携を図
りながら、本国営事業の早期の完了に向け、職員一丸となって地域用水に係る用水路や機場の整備等に取り組
みますので、引き続き組合員の皆様方のご支援ご協力をお願い申し上げます。
　むすびに、今年も、よい出来秋を迎えることができますよう、心よりお祈りいたします。

ごあいさつ
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　平成28年３月17日藤枝市の小杉苑において、第66回大井川土地改良区通常総代会が開催されました。総代86名が
出席し、平成28年度予算や規程の一部改正など30議案について審議し、すべて原案どおり可決、承認されました。

　総代会において、永年にわたり総代として本土地改良区の運営などにご尽力をいただいた方々 11名が表彰
されました。心から感謝申し上げると共に、今後もよろしくお願いいたします。

　平成29年度から、島田市及び牧之原市の一部区域、約
107haに新たに大井川用水が供給されます。
　これまで、この地域は周辺河川やため池から用水を取水
していましたが、十分な水量が確保できず水稲栽培に支障
を来していました。
　このため、国営事業により、揚水機場３箇所と用水路
17.4kmの整備が行われ、本年度事業が完了します。
　新たに供給される区域は次のとおりです。
　　・島 田 市 大 長 地 区　　　約13ha
　　・島 田 市 大 津 地 区　　　約43ha
　　・牧之原市坂部・坂口地区　約51ha

第66回　大井川土地改良区通常総代会を開催

平成27年度　大井川土地改良区功労者表彰

大井川用水の供給区域が拡大します

議長　栁原　豊氏（吉田町地区）

坂部調整池と揚水機場

市町名 地区名 氏　　名 在職年数

島田市

六　合
鈴	木	三	喜	夫 12年
曽		根		健		治 12年

初　倉
八		木		章		五 12年
小		澤		政		夫 12年

焼津市

大　富 鈴		木		光		義 12年
焼　津 穐		山		惠		之 12年
東益津 柗		村		隆		夫 12年
相　川 村		田		辰		男 12年

静　浜
杉		本		文		司 12年
杉		本		芳		郎 12年

吉田町 片　岡 松		本						勉 12年
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平成26年度一般会計決算

【収入】３６２, ５７０千円

【収入】３９０, ３３７千円

【支出】３５８, １６７千円

【支出】３９０, ３３７千円

平成28年度一般会計予算

	 会	計	報	告　（平成26年度決算・平成28年度予算）

受託料収入

補助金等収入
106,381千円

4,985千円

8,510千円

13,020千円

9,233千円
固定資産貸付収入
13,925千円

107,549千円

積立金取崩収入

附帯事業収入

交付金収入

土地改良
　　事業収入

4,101千円

特定資産
　　運用収入

雑収入 18,704千円

繰越金 840千円

分担金収入
75,322千円

92,518千円

73,411千円
87,059千円

土地改良事業費

一般管理費
借入金返済支出

積立金繰出支出

27,862千円
負担金

固定資産
取得支出
14,796千円

62,521千円

受託料
収入

補助金等収入
87,481千円

5,380千円

54,644千円

21,660千円

10,179千円

固定資産
貸付収入
12,625千円

100,450千円

積立金取崩収入

附帯事業
収入

交付金収入

77,546千円
分担金収入

土地改良
　　事業収入

1,000千円
繰越金

4,304千円

特定資産
　　運用収入

雑収入
15,068千円

1,000千円
予備費

79,231千円

76,373千円
87,969千円

土地改良事業費

一般管理費
借入金返済支出

積立金繰出支出

59,176千円
負担金

固定資産
取得支出
31,156千円

55,432千円

●土地改良事業収入は、賦課金・農地転用決済金等です。
●補助金等収入・交付金収入は、県や市町からの補助金・交付金な
どです。
●分担金収入は、国・県営事業負担金の借入金償還元金です。
●積立金取崩収入は、財源不足額を積立基金から取崩したものです。

●土地改良事業費は、施設の修繕工事費や維持管理費などです。
●一般管理費は、事務管理経費や役職員人件費などです。
●負担金は、県営事業に対する土地改良区負担金等です。
●借入金返済支出は、国・県営事業負担金の借入金償還元金などです。
●固定資産取得支出は、施設の新設工事費です。
●積立金繰出支出は、農地転用決済金等を積立基金に積立したもの
です。

〔次年度繰越金〕4,403千円
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平成26年度　伊太発電所施設特別会計決算

平成26年度　発電所施設交付金等特別会計決算

平成28年度　細島発電所施設特別会計予算

平成28年度　発電所施設交付金等特別会計予算

平成28年度　伊太発電所施設特別会計予算

【稼働実績】
　１　運 転 日 数　346日（稼働率：94.8％）
　２　発電電力量　4,424千Kwh
　３　売電電力量　4,282千Kwh（発電電力量との差は自家消費量）

この会計は、伊太発電所の運営の一切の経費に関するものです。

　この会計は、伊太発電所施設特別会計から交付された金額の
使途を明らかにしたものです。

　平成28年４月より新たに細島発電所の運転が始まりました。
　この発電所は島田市細島地内に県営事業で建設され、本土地
改良区が施設の譲与を受け管理運営するものです。
　この会計は、細島発電所の運営の一切の経費に関するもので
す。

【稼働見込】
　１　運 転 日 数　336日（稼働率：91.8％）
　２　発電電力量　289千Kwh
　３　売電電力量　283千Kwh（発電電力量との差は自家消費量）

　この会計は、伊太発電所施設特別会計及び細島発電所施設特
別会計から交付される金額の使途を明らかにしたものです。

【稼働見込】
　１　運 転 日 数　335日（稼働率：91.8％）
　２　発電電力量　4,300千Kwh
　３　売電電力量　4,214千Kwh（発電電力量との差は自家消費量）

区分 項　目 金　額 備　考

収入
売 電 収 入 134,117 売電単価　31.32円/kwh
繰 越 金 等 7,192 前年度繰越金等

計 141,309 

支出

運転直接経費 31,993 発電施設管理費

交 付 金 63,500

大井川土地改良区
大井川右岸土地改良区
金谷土地改良区
神座土地改良区

45,275
12,319
4,953

953

繰 出 金 40,776 修繕・退職・渇水・建設・改良
災害準備各積立金

計 136,269
翌年度繰越金 5,040

区分 項　目 金　額 備　考

収入
交 付 金 45,275 伊太発電所交付金
繰 越 金 等 345 前年度繰越金等

計 45,620 

支出

工 事 費 18,834 用水路修繕工事

維持管理費 18,756 用水路等維持管理費
管理組合補助金等

委託業務費 4,795 施設点検委託料等
計 42,385

翌年度繰越金 3,235

区分 項　目 金　額 備　考

収入
交 付 金 36,933 伊太・細島発電所交付金
繰 越 金 等 302 前年度繰越金等

計 41,648

支出

工 事 費 15,510 末端用水路修繕工事

維持管理費 15,197 用水路等維持管理費
管理組合補助金等

委託業務費 10,891 施設点検委託料等
予 備 費 50

計 41,648

区分 項　目 金　額 備　考

収入
売 電 収 入 10,400 売電単価　36.72円/kwh
雑 収 入 1 預金利子

計 10,401 

支出

運転直接経費 3,195 発電施設管理費
交 付 金 4,413 交付金等特別会計
繰 出 金 2,743 修繕・建設改良各積立金
予 備 費 50

計 10,401

区分 項　目 金　額 備　考

収入
売 電 収 入 132,000 売電単価　31.32円/kwh
繰 越 金 等 1,505 前年度繰越金等

計 133,505 

支出

運転直接経費 36,581 発電施設管理費

交 付 金 51,800

大井川土地改良区
大井川右岸土地改良区
金谷土地改良区
神座土地改良区

36,933
10,049
4,041

777

繰 出 金 44,124 修繕・退職・渇水・建設・改良
災害準備各積立金

予 備 費 1,000
計 133,505

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）



　大井川用水（志太幹線）の落差工を利用した、伊太
発電所に続く新たな小水力発電所です。
　この発電所の年間発電量は一般家庭75戸分の年間
消費電力に相当します。
　因みに、伊太発電所は同じく1,200戸分です。

【概要】
発電方式　流れ込み式（プロペラ水車）
発 電 機　22kw×2基、15kw×1基
使用水量　最大　4.5㎥ /s
有効落差　最大　2.06ｍ
最大出力　54.9kw

■県営事業
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工 事 名 事 業 費 工事場所 工事内容

木屋頭首工操作盤整備工事 6,134

藤枝市内

　老朽化した水門操作盤や巻上機などを

整備して施設の操作性を向上したほか、

防護柵の整備や水路にふたを設置し、水

路の安全性を高めました

大官島頭首工操作盤整備工事 6,393

柳久保３号巻上機整備工事 2,419

柳久保４号防護柵整備工事 7,657

瀬戸川右岸用水路整備工事 3,013

黒石川６号水門整備工事 5,421 焼津市内

工 事 名 工事場所 工事内容

小石川４号水門整備工事 焼津市内 　老朽化した水
門や巻上機など
を整備して施設
の操作性を向上
させます

神戸余水吐制水門整備工事 吉田町内

向谷幹線用水路余水吐整備工事
島田
市内

乾頭首工制水門整備工事

東部幹線用水路整備工事 水路壁の補修

工 事 名 工事場所 工事内容

白岩寺幹線用水路整備工事
島田市内

水路内壁の表面被覆を行い施設の耐久性を高めます

栃山川上流地区整備工事 水管理システムの更新

一番用水路整備工事

藤枝市内

管理道の整備

芝地幹線用水路整備工事 水路内壁の表面被覆を行い施設の耐久性を高めます

青木頭首工整備工事 測量業務調査

和田用水路整備工事 焼津市内 水路内壁の表面被覆を行い施設の耐久性を高めます

■土地改良区事業

■土地改良区事業 ■県営事業

平成27年度に実施した主な事業

平成28年度に実施する主な事業

施行前 施行後

瀬戸川右岸用水路整備工事

瀬戸川右岸用水路のふた掛け工事により土砂の流入防止と水路の安全性を高めました。

細 島 発 電 所（島田市細島）
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選 挙 区 名 地区名 氏　名

第１区
(島田市)
20名

島田

杉村　捷一
北川　　勝
太田　　登
立林　盛明

大長 天野　　弘

大津
金澤　隆夫
杉浦　秀男

六合

齋藤　正幸
鈴木三喜夫
杉山　　栄
櫻井　宗男
曽根　健治

初倉

提坂　定市
大塚　　忠
八木　章五
中村　邦雄
鈴木　千春
池谷　俊裕
池ヶ谷明生

第２区
（藤枝市）
21名

青島

松下　明弘
大畑　傅藏
磯部　利彦
鈴木　幸男
増井　芳春

大洲

内藤　高作
小林　一男
森　勘一郎
臼井　正史
小林　滿雄

高洲
松浦　恒雄
池谷　功三
増田　昌美

総定数　95名 任期　平成28年１月９日から平成32年１月８日

青木頭首工の整備事業に着手します

任期満了に伴い新たな総代が選ばれました

【事業概要】
（１）工 事 内 容 頭首工全面改修
（２）事 業 主 体 静岡県
（３）事 業 期 間 平成28年度 測量調査
 平成29年度 実施設計
 平成30・31年度 新頭首工設置
 平成32年度 旧頭首工撤去

（４）経 費 負 担 国50％、県25％、土地改良区25％

　青木頭首工（藤枝市青木）は建設から40年以上経過し、扉体及び機器類の老朽化が著しく、又、瀬戸川左岸幹線
の計画流量も十分確保できないため、県営事業により全面改修します。
　藤枝市西益津・藤枝・広幡地区、焼津市豊田・焼津・東益津地区の組合員の皆様には、事業の同意取得等にご協力
を頂きありがとうございました。

　平成28年１月の任期満了による総代選挙が行われ、全ての選挙区において定数と同数の立候補があり、全員が無
投票当選となりました。 

選 挙 区 名 地区名 氏　名

第２区

高洲
石上　節男
杉村　利夫

西益津
池田　久男
中西　一利
石上　藤夫

藤枝 原木　　勉

広幡
竹田　富雄
長谷川　榮

第３区
（焼津市）
37名

和田

櫻井　　聰
古井　　優
稲森　正和
増井　辰夫
小長谷義明

大富

飯塚　庄市
鈴木　達男
村松　廣文
芳村　一雄
中野　勝義
鈴木　光義
村松　英夫
小長谷　均

豊田
中野　義雄
藁科　卓生
亀山與喜郎

小川
深津　三郎
加茂　一男

焼津 長谷川直樹

東益津
村松　恭二
柗村　隆夫

相川
大石愨太郎
滝井　真司
牧田　敬一

選 挙 区 名 地区名 氏　名

第３区

相川
九門　良一
岩ヶ谷勇喜
村田　辰男

静浜

杉本　文司
増田　敏昭
油井　希芳
杉本　芳郎
池ノ谷　武

吉永

杉本　勝已
石間　義二
澁谷　泰生
澁谷　惠介
飯田　　薫

第４区
（吉田町）
11名

神戸
高木　市男
大石　民雄
中村　　進

大幡 桑高　茂夫

片岡
大石　祐次
杉本　　篤
吉永　錦司

住吉
岸端　梅夫
栁原　　豊

川尻
大石　高行
藤田　三郎

第５区
（牧之原市）
６名

坂部

良知　鐘雄
太田　勝巳
平　　幹夫
大関　晴久

細江
中山　博雄
藤田　靖広

（注）第1区は選挙後1名欠員
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平成28年度賦課金の納期限は8月5日㈮です。

平成28年度の農地転用決済金は1㎡ 180円です

こんな時は必ず届出をお願いします

＊口座振替納付を指定の方は、前日までに指定口座の残高確認をお願いします。
＊残高不足等、諸事情により振替できなかった場合は、平成28年８月31日（水）に再振替を行います。

ホームページから各種申請書類をダウンロードできます。
http://www.ooigawa-yousui.com

　本土地改良区が管理している幹線用水路等の維持管理費は賦課金等により賄っているため、農地転用
等により受益地が減少すると賦課金収入も減少し、その分、残った組合員への負担が過重になります。
　これを防ぐために、農地転用等により受益地から除外する際は、決済金が必要になります。
　これは、公共事業（道路等）による農地の転用についても同様です。

取扱金融機関 ◎県内農協本支店 ◎静岡銀行本支店 ◎スルガ銀行本支店
 ◎清水銀行本支店 ◎島田信用金庫本支店 ◎焼津信用金庫本支店
 ◎静岡県労働金庫本支店 ◎静岡県信用漁連本所 ◎ゆうちょ銀行本支店

　口座振替により、土地改良区又は各取扱金融機関の窓口に行って納入する手間が省けます。
　また、納入忘れも防げます。

＊賦課金が納入期限までに納入されない場合、10月１日を以って督促状を送付して早期納入を促します。
＊督促状発送後も納入されない方には、電話による催促、地域の理事・総代の協力を得て戸別訪問に

よる滞納整理を行います。
＊賦課金に関する相談は随時お受けしていますが、各地域に赴いて相談を受けますので、お気軽にお出

かけください。

組合員の資格等の変更があった場合

◎農地の異動（売買・賃貸借・交換等）
◎農業者年金等による経営移譲
◎贈与・相続による名義変更
◎住所・口座振替先の変更
◎田んぼを宅地・畑等に転用
◎公共用地（道路等）買収による転用
◎土地区画整理事業による転用

組合員資格得喪通知を提出してください

◎届出がない場合、賦課金は従来の内容で賦課

されます。

◎用紙は土地改良区、各市町の農業委員会にあ

ります。

賦課金の納入は口座振替が便利でお勧めです

賦課金の未納・滞納並びに相談について

日付 時間 場所

7月25日㈪
午前９時30分〜午前11時30分 ハイナン農協　細江支店
午後１時〜午後３時 大井川農協　初倉支店

7月26日㈫ 午前９時30分〜正午 大井川農協　青島支店
7月27日㈬ 午前９時30分〜正午 焼津市役所大井川庁舎1階ロビー
7月28日㈭ 午前９時30分〜正午 吉田町役場　２階会議室

7月29日㈮
午前９時30分〜午前11時30分 大井川農協　大富支店
午後１時〜午後３時 大井川農協　焼津支店


